
盟主筆者学部松宮 武雄

ORとの出会い 24年は敗戦の混乱期をやっと脱した頃

である.街の書店にはざら紙に不揃いの活字で印刷され

た雑誌，単行本がわずかに飾られていた.ある日，偶然

目にとまった，昔流にいえば 4x6 倍判黄表紙の「理論

経済学(季刊) Vol. 1. No. 1Jがはじめての出会いで

ある.ベージをめくったとたんゲームの理論の紹介があ

った.注として，これを理解するにはトポロジーの知識

を必要とするとあった.思えば，戦時中，位相幾何学・

抽象空間論の名のもとに，その時代までのものを整理し

ておったので受入れやすい状態にあった. 周知のフォ

ン・ノイマンとモノレゲンスタン共著の『ゲームの理論と

経済行動』であるが当時としては苦労して，いわゆる，

海賊版を 3， 4カ月後に入手することができた.その数年

後にA. ワルドの「統計的決定関数』が世に出た.先の

2 人のはじめての出会いはウィン大学.そこを訪れて思

ったことは，伝統は形式を生み，形式は権威を形づく

り，これはアカデミックな雰囲気に短絡するということ

である.

諺暴言童書霊幹線総局 岡田 圭司

世界ーの鉄道工場で 博多総合車両部は，新幹線電車の

仕業点検からオ{パ{ホールまでを一貫して修繕するた

めに，いままで電車区で行なわれていた事両の運用間合

を利用して行なう検査と，工場で行なわれていたオーバ

ーホールとを一元化するためにつくられた車両基地で

ある.

動となっている.車体や台車修繕はタクトシステムが採

用され，修繕用機器，検査用機器，また 2 万点におよぶ

資材の操配等は，ほとんどコンビュータ化され，なかで

も，もっとも複雑かつ精級な技術管理を必要とする台車

修繕に対しては生産管理をもコンビュータ化した.

われわれ車両修繕屋の長年の努力の結晶である.先

日，仏国の国鉄技師が研修にきた時の感想は， I ここに

鉄道技術屋の夢が結集されている」とのことであった.

それだけに問題もまた多い.地域社会とのコミュニケ

ーションの問題，高度な技術集約と全国的規模で集めら

れた在来線からの配置転換者とのマッチングの問題など

など，数えあげればキリがない.さらに重要なことは，

これら問題の解決を通じて，世界のどの鉄道工場にも負

けない技術力と円滑な人間関係にもとづいた新しい伝統

をっくり出すことなのだ.私は，このような作業をヒュ

ーマンOR とよびたい.

灘署襲警安全研究所 佐藤 吉信

安全性評価に取り組む 安研にて[マン・マシンシステ

ムの安全性評価j の仕事を与えられて早や 3 年になりま

す.安全性の評価体系に必要なものはその評価法の研究

はもちろんであるが，実際の現場を知り，いろいろな災

害例を研究し，その原因追求の過程から生ずる種々の問

題点を自分なりに把握することでしょう.それは私たち

の安全に対する直観力を養わせる原動力ともなってくれ

ます.

産業安全とし、う問題は大まかにいえば「人間とその作

業環境の調和J ということでしょう.調和とはすべてが

お互いに愛情をもって活かし合っている姿だといえま

す.

そのような姿にするためには，使用されるものの性質

をよく知ることはもちろん，操作あるいは作業をする人

間の特性も知らなければなりません.そのようなことが

わかってきたならば管理者はその立場でいかにしたらす

べてを活かすかを考え実行し，実際の作業者も仕事に責

任をもって，し、かにしたらすべてを活かすかを考え実行

するということ.この状況の程度をはかる尺度が理想的

な安全性評価であると考えられます.
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電車王草委主中島恭一 賊錯株式会社坂井直美

システムの弱点 OR学会へは昨年入会したばかりで， 製品事故処理のシステム化近年，消費者主義の台頭に

これといった活動もしていませんが，大阪で月に l 回開 ともない，製品の無欠陥性と安全性が強く取り上げられ

かれている保全性研究会に参加しております.システム るようになり，欠陥製品がその使用者などに与える損害

の信頼度解析，および信頼性最適設計に興味をもってい についてはその製品の製造者が責任を負う，いわゆる製

ます.最近は，システムの故障解析の有力な一手段であ 品責任 PL (Product Liability) の問題がクローズアッ

る Fault Tree の有効な解析アルゴリズムの作成に取り プされるようになった.

組んできました.原子力や化学プラントなど，その事故 小生は，多年，製品事故処理関係取纏の業務に携って

発生が重大な社会的影響をもたらすシステムについて， おり，製品が社外に出てから起こす事故の絶滅に苦慮し

Fault Tree などを使って事故発生の確率や事故による てし、るが，発生した事故の現象から，その原岡を迅速に

影響を予測することは重要なのですが，現状では故障デ 探求L，再び同種の事故が発生しないような再発防止を

ータの不備，故障聞の相関や人間要因の検討不足なども はかるシステムをつくる必要がある.

あって正確な予測をすることは困難であり安全評-価に使 人聞が介在するが故に，この問題は複雑であり，マン

うには危険が伴なうようです.しかし， Fault Tree の ・マシンシステムとしてとらえねばならぬ.

作成の過程で新しい問題点が発見されたり，システムの 品質管理の分野で使われている特性要因図よりももっ

弱点部を見つけて改善対策を講ずることや点検時期の決 と論理的に追求してゆくシステム工学的手法 FTA

定などには大いに役立つと考えています.なお，正確な (Fault Tree Analysis) を活用 L，製品事故処理のシ

データが正確な予測の前提となるだけに，故障データの ステム化をばかり， PL の予防に役立てたい.

集積に関して企業のワクをこえた努力が望まれることを

痛感する次第です.

産業能率短期大学 立田 浩之

物価安定をめざした流通システムのモデル に取り組ん

で早や 5 年目，成果もないまま焦燥感にひたっていま

す.この 3 年間，各種業界や通産省関係の調査委員会に

加えていただいて自らを慰めております.飯尾要先生の

「現代流通システムの構造J (新設・論)まえがき中の問題

意識とほぼ似た方向で、研究をすすめていましたが，当面

している課題はつぎのような点です. 1) 全国的な流通

システムモデノレの構築， 2) 物流と価格との関係， 3) 

流通機関相互の関連.とにかく物価を安定させる策とし

ては a) 特定地域での流通情報システムの開発による

価格安定とデータの集積， b) 流通情報データ・パンク

などでなし、かと思います.将来は，国際的な金融や資源

流れ，法律体系など社会科学分野，行政実務分野などへ

のフローグラフ理論の応用にも取り組んでみたいと考え

ています.アカデミックな業績はあがらなくてもよい，

物価安定にORが寄与すること，それが現夜の彩、の願い

です.

壁幸喜善理工学科 Jf l 島 弘尚

旅行時間の予測 都市交通における経路誘導システムの

基本設計に関する問題に，ここ数年仲間といっしょに取

り組んでいます.私の担当しているのは，とくに旅行時

間の予測に関するものです.いろいろな手法が世の中に

は存在しますが，どれもが，当然、のことながら，過去の

データから数時点先を予測するとし、う方式であるため，

かならず遅れが出てしまいます.われわれが調べた結果

では Box-Jenkins が提案しているような手法を使っ

ても，予測誤差は指数平滑法と同程度，しかも平滑化定数

がほぼ l であるような場合が多いことがわかりました.

このことは時系列のモデリングがむずかしく，しかも予

測手法にも本質的な欠点があることを意味しているよう

に思し、ます.未来の情報(都市交通では笠間的に下流の

情報)をなんらかの形でとり入れる feed forward 的な

考え方が必要だと思います さらにつぎの段階として，

不確定な要素を含む状況で・の最短経路探索，動的配分問

題を Stochastic Control の問題としてあっかうことを

考えていますが，この点に関しては入口に入ったばかり

で，問題が山のようにありそうです.
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